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2004年 7月の大気大循環 と世界の天候

　大気大循環

　北半球 500hPa 高度 で は，西 シ ベ リア北部 で は リッ

ジ 場 が 強 く，ほ ぼ 月 を 通 し て ブ ロ ッ キ ン グ高気圧 が 見

られ た ．
一

方，カ ナ ダ側の北極海は負偏差に覆わ れ，
ア ラ ス カ付近 は ゾーナル な流れだ っ た．極東域 に つ い

て は，バ イカ ル 湖 の南 と日本を中心 とす る 帯状 の 正偏

差に覆われたが，バ イ カ ル 湖 の 北 か らオ ホ ー
ツ ク海 に

か けて は 負偏差 に 覆われた．

　熱帯の 対 流活動 は，フ ィ リ ピ ン の 東海上，イ ン ドネ

シ ア付近 で 平年よ り不活発 だ っ た ．一方，10〜20“N ，
150〜180”E 付近 ，南 シ ナ海か ら イ ン ド シ ナ半島お よ び

イ ン ド洋西部 の O−−10“N 付近 で平年よ り活発だ っ た．

ま た ，日付変更線付近 で は平年 よ りやや不活発だ っ た，

　850hPa 流線関数お よび風 ベ ク トル で は，太平洋西

部で は 赤道 を挟 ん で 南北 に 高気 圧性循環偏 差 が分布

し，120〜160
’E 付近 の 赤道域 で は東風 偏 差 が 卓越 し

た ．一
方，イ ン ド洋東部 で は 赤道 を 挟 ん で南北 に 低気

圧性循環偏差 が 見 られ た ．太平洋中部赤道域 で は西 風

偏差と な っ た．日本付近 か ら フ ィ リピ ン 付近 に か け て

は高気圧性循環偏差に覆われ て い るが，鉛直方向 に 見

る と30°N 以 南 は傾圧 的，30
“N 以 北 は順圧 的 な構 造

だ っ た ．

　SO工 （南方振動指数）は
一

〇．6で前月 に続 き負の値 と

な っ た ．

　世界の 天候’
  東 ・西 日本 の 高温

　  イ ン ドネシアか ら中国東部の 多雨

　中国 で は 大雨 に よ り50人以上 が 死亡 し，今年の死者

が 400人 を超えた と報 じ られた

　  イ ン ドシ ナ半島か ら中国南部の低温

　  イ ン ド東部周辺 の多雨

　イ ン ド北東部か らバ ン グ ラ デ シ ュ ，ネ パ ール で は モ

ン ス ーン の 大雨等 に より，7月末 まで に 少な くと も1300

人以上が死亡 した と伝 えられた．

　  ス カ ン ジナ ビア半島北部 の高温

　  ス カ ン ジナ ビ ア半島の 多雨

　  紅海周辺 の 高温

　  サ ヘ ル 域 西 部の 多雨

　  米国北東部の 多雨

　米国北東部 で は中旬 に 大雨 に よる洪水 の 被害 が 報 じ

られた．

　  北米西岸の 高温

　　（気象庁気候 ・海洋気象部気候情報課　村上喜章）
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2004年 7 月の 北半球月平均 500hPa 高度 お よ び 平年

偏差

等値線間隔 は 60m ，偏差パ タ
ー

ン 間隔 は 30　m ．平年値

は 1979〜1993年の ECMWFI5 年再 解析データ に よ る．

2004年 7 月 の 北 半球 月 平 均 200hPa 風速 お よ び風 ベ

クトル

等値線間隔 は 10m ／s．陰影 部 は 20　m ／s 以 上，太 実線

で 囲 まれ た領域 は 平年の 20m ／s 以 上 の 領域 を示 す，
平 年 値 は 1979〜1993年 の ECMWF15 年再 解析 データ

に よ る．
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　　　　　　　　　　 2004年 7 月の 月平均外向き長波放射量平年偏差

等値線間隔 は 10　W ／m2 で ，値 が小 さい ほ ど対 流活動 が 活発で あ っ た と推測 され る．元 デー
タ は

CPCfNCEP ／NOAA ，平年値 は 1979〜2000年 の データか ら作成．
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　　　　　2004年 7 月の 月平均 850hPa 流線関 数平年偏差及 び風 平年偏差 ベ ク トル

流線関数 の 偏差 の 等値線聞隔 は 2× 106m2／s．平年値 は1979〜1993年 の ECMWF15 年再解析
データ に よ る．
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